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緒 言

第1編 に於ては各種疾患々者の流血中 に 出 現 した

Heinz小 体含有赤血球数(以 下流血中H小 体と称す)

と吉田.河 村氏の試験管内形成促進法微量法1)に よつ

て形成されたHeinz小 体を含有する赤血球数(以 下

促進法H小 体と称す)と を測定して両者 を比較検討

し,流 血中H小 体と促進法H小 体とはその本態を異に

するものであることを明らかにしたが,更 に系統的に

流血中H小 体と促進法H小 体を比較する為に家兎を用

いて動物実験を行つた.即 ち夫々脱血及びフェニール

ヒドラジン,塩 酸ヒ ドロキシラミン注射,四 塩化炭

素,墨 汁注射等を行い,流 血中H小 体及び促進法H小

体を測定して,両 者の関係に就て考察した.

実 験 方 法

1. 実 験 材 料

2乃 至3kgの 成熟家兎(雌 性家兎は妊娠していな

い事を確めて使用)を 用い,夫 々5匹 を一群として使

用した.

2. 流血中H小 体の測定

第1編 と同様の方法に依つた.

3. 促進法H小 体の測定

第1編 と同様の方法に依つた.

4. 促進法に用いる試薬

0.1gの 塩酸ヒドロキシラミンを生理的食塩水100cc

に溶解せしめ,こ れを原液として10℃ 以下の冷蔵庫

に保存し,用 に臨みその0.1ccを 生理的食塩水10cc

に稀釈し, 1mg/dlの 濃度 として用いた.原 液は2週

間毎に調整した.

5. 染 色

第1編 と同様の方法を用いた.

表1　 新鮮血,二 重修酸加血液,赤 血球生理

食塩水浮遊液の促進法H小 体

6. 血液は耳静脈穿刺により得た新鮮血による他,

二重蓚酸塩2mg入 りの 容器に 注射器で 耳静脈 より

血液2ccを とり,混 和した二重蓚酸塩加血液を新鮮血

に代用した2).二 重蓚酸塩2mgに 血液2ccを 入れ

混和した二重修酸塩加血液について採血直後, 1時 間

後, 2時 間後, 3時 間後と時間を追い促進法H小 体を

測定した所,表1の 通 りの成績を得,新 鮮血の促進法

H小 体と二重修酸塩加血液のそれとの平均値に有意の

差は認められず,少 くとも3時 間後迄はこの方法によ

つても差支えないことが判つた.同 じ症例から得た赤

血球生理的食塩水浮遊液の促進法H小 体平均値は新鮮

血,二 重蓚酸塩加血のそれよりも高く,推 計学的に5
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%の 危険率で有意の差があつた.こ れは血清中に溶血

阻止物質が存在すること8),脱 線維素過程に於ける操

作が或る程度血球に障碍を及ぼす為ではないかと考え

られる. 24時 間冷蔵庫に保存した二重修酸塩加血液の

促進法H小 体と赤血球生理的食塩水浮遊液のそれとを

比べると前者が有意の差をもつて多い.長 時間保存す

る時は二重蓚酸塩によつて赤血球が障碍 を受けると考

えられる.従 つて二重蓚酸塩加血液で検査する時は出

来得る限 り採血直後に行つた.

7. 大量脱血は 心臓に 直接注射針を穿刺して行つ

た.

8. フェニールヒドラジン,塩 酸 ヒ ドロキミラミン

は夫々滅菌蒸溜水にて溶解し一定の濃度として,耳 静

脈より注入した.

9. 四塩化炭素は体重毎kg 0.5ccを 筋肉内注射 し

た.

10. 網内系填塞は10%墨 汁体重毎kg 5cc, 5日 間

毎 日耳静脈内に注入した.

11. 以上について流血中H小 体及び促進法H小 体を

可及的毎 日測定し, 1週 乃至3週 に及んだ.参 考とし

て赤血球及び網状赤血球の測定を大部分の症例につい

て行つた.尚 以下注射或は脱血後の 日数を数える場合

は注射或は脱血 を行つた翌 日を以て第1日 として数え

ることとする.

実験 成績並び に考按

1. 健 康 家 兎

健康家兎の流血中H小 体,促 進法H小 体,赤 血球

数,網 状赤血球数等の値として各系列実験施行の際,

実験施行前に測定したものの平均値を求めて見ると表

2の 通 り,流 血中H小 体は全例にこれを認めず,促 進

法H小 体は平均66.7‰,赤 血球数平均564.4万,網 状

赤血球数平均21.9‰ であつた.安 東 ・田嶋4)に よれば

正常家兎の赤血球は500乃 至600万,林5)の 計数表に

よれ ば 平 均603万, 554.8万, 590万 等 となつ て お り,

私 の 値 も略 々 こ れ と一致 した成 績 で あ つ た.私 の測定

で は網 状 赤 血 球 の 平 均値 は21.9%で あ つ たが 林5)に よ

れ ば〓12.8%,♀13.2‰,或 は 雌 雄 合 せ て9.1‰ 等 と

報 告 され て い る.安 東 ・田嶋4)に よれ ば,春 秋17‰,

夏 期27乃 至39‰ で,夏 期 高 く な る様 で あ るか ら, 6,

 7, 8月 に 行 つ た20匹 と9, 10, 11月 に行 つ た20匹 に

つ い て表3の 様 な検 査 項 目に つ い て平 均 値 の 差の 検定

を行 つ た 所,促 進 法H小 体 及 び赤 血 球の 平 均 値は 推計

学 的 に有 意 の差 は な く,網 状赤 血 球 のみ 平 均値 の 差は

有 意 で あつ た.し か し網状 赤血 球 数 は本 研究 に於 て影

響する所が大きくないのでかかる季節による差は無視

して検討を進め ることとする.

表2　 健 康 家 兎

表3　 季節による差

表4　 5cc脱 血

註:　 流:流 血中H小 体(‰)　 促:促 進法H小 体(‰)　 赤:赤 血球数(万)　 網:網 状赤血球数(‰)

2. 5cc 1回 脱血

5ccの 脱血を1回 行い第4日 迄の経過を見ると赤血

球数,網 状赤血球数は殆んど影響を受けず,表4の 通

り,流 血中H小 体は認められず,促 進法H小 体も健康

家兎に於けるものと差がなかつた.



Heinz小 体 に関 す る研 究(2)　 6997

3. 20cc 1回 脱血

20cc 1回 脱血を 行い第4日 目までの経過を見ると

表5の 通り,赤 血球数は第1日 目に最低値を示すが,

第4日 目には略々正常 となる.網 状赤血球は脱血後第

4日 目までは漸増するが,こ れはやがて漸減してゆく

ことはその後の経過を見た 他の 系列の 実験で 知られ

る.流 血中H小 体は全経過を通じて認められず,促 進

法H小 体は第2日.目 に最高 となり,そ の後は減少して

ゆき,回 復は極めて速い.

表5　 20cc 1回 脱 血

註:　 流:流 血中H小 体(‰)　 促:促 進法H小 体(‰)　 赤:赤 血球数(万)　 網:網 状赤血球数(‰)

4. 40cc 1回 脱血

40cc 1回 脱 血 を行 うと 家 兎 の衰 弱 は 相 当甚 だ しい

が,耐 え得 る.家 兎血 液 量 は 安東 ・田嶋4)に よれ ば2

乃至3kgの 家 兎 で〓5.18%,♀5.42%で あ り,約 柄

の脱 血 を行 つ たこ とに な る.こ れ に よ つ て起 る変 化 を

経 過 を追 い 第11乃 至13日 目まで 観察 す る と表6の 通 り

で,赤 血 球 数 の 減少 は 第2日 乃 至3日 目に最 も強 い.

これ は組 織液 の 血 液 へ の 流 入 の 時 間 的ず れ に よ る もの

であ ろ う.網 状 赤 血 球 数 は 第4日 乃 至5日 目最 高 とな

り,そ の 後漸 次減 少 して ゆぐ.促 進 法H小 体形 成 は 第

1日 目より急増し,第3日 目に最高となり,そ の後稍

々急激に減少してゆき,第10日 目には平均80.8‰,とな

り,脱 血前の平均73.8‰ と有意差がなくなる.流 血中

H小 体は赤血球内辺縁に微細な点状物として第2日 乃

至4日 目にわつかに見られ,ニ ールブラウ ・ズルファ

ーテでは明瞭に染色せられ,メ チール ・ビオレッ トに

も染色される顆粒であつて第2日 目が最も多く,そ の

後減少するが,こ の顆粒の大きさは増大せず,又 中心

部に向つて移動しない.促 進法H小 体の最高値より流

血中H小 体の最高値が先行する.

表6　 40cc 1回 脱 血

註:　 流:流 血中H小 体(‰)　 促:促 進法H小 体(‰)　 赤:赤 血球数(万)　 網:網 状赤血球数(‰)
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表7　 15cc毎 日, 2週 間 脱 血

註:　 流:流 血中H小 体(‰)　 促:促 進法H小 体(‰)　 赤:赤 血球数(万)　 網:網 状赤血球数(‰)

5. 毎 日10乃至15cc 2週 間脱血

毎 日10乃至15ccの 脱血を2週 間にわたつて行い慢性

貧血状態を作 りその状態を観察す ると表7の 通 りで毎

日脱血を行つても赤血球数に極端な墜落現象等は見ら

れない.第3日 目急激に減少した赤血球数は,その後は

若干め変動をもつて300万 台を緩やかに下降してゆく.

脱血を中止すると徐々に赤血球数は増加してゆき第20

日目には略々正常に回復する.網 状赤血球は脱血を行

うと漸次増加し第6日 目一定の高さに達 し爾後概ね横

這い状態が続き,脱 血を中止すると赤血球の増加状態

よりもゆるやかに下降してゆき第28日 目には正常値と

なる.流 血中H小 体は全期間を通じて認められない.

促進法H小 体は24時 間後既に中等度の増加を示し爾後

の推移は赤血球数に反比例 し第3日 目より急激に増加

する.脱 血の中止後は赤血球増加と反比例 して減少 し

てゆき第20日 目の促進法H小 体平均値は脱血前の平均

値と推計学的に有意差がなくなる.

以上2乃 至5の 脱血実験の結果について若干の考察

を加えると5cc及 び20cc 1回 脱血に於ては赤血球
つ

の減少に応じて促進法H小 体の増減があるが,流 血中

H小 体は出現しない.又10乃 至15ccの 連続脱血に於

ても流血中H小 体は見られない. 40ccの 大量脱血に

於てのみ流血中H小 体が出現する.脱 血の影響につい

て考えられることは膜透過性の問題と網内 系機 能亢

進6)及 び水血症であろう.こ れらの各組合せの強弱に

よつて前記の差が出たものと考えられる.又40cc脱

血時に於ける流血中H小 体最高値は促進法H小 体の最

高値に先行するる様であり,他 の実験では促進法H小

体最高値は赤血球数の最低値に稍々遅れている様であ

る.こ れによつて見ても流血中H小 体 と促進法H小 体

の出現機序は異ると云わねばならない.

6. 1%フ ェニールヒ ドラジン1cc注 射
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表8　 1%フ ェ ニ ー ル ヒ ド ラ ヂ ン1cc注 射

註:　 流:流 血中H小 体(‰)　 促:促 進法H小 体(‰)　 赤:赤 血球数(万)　 網:網 状赤血球数(‰)

1%フ ェニールヒ ドラ ジ ン1ccを 耳静脈内に注入

すると一瞬静脈は暗赤色となるが,暫 時の後正常にな

る.此 の場合の赤血球変化の推移は表8の 通 りで流血

中H小 体は第1日 目より出現 し第2日 目に最高となり

第4日 乃至第5日 目まで存在する.赤 血球内のH小 体

は非常に小さく,約 半数は球内周縁にあ り,他 の半数

は辺縁より離れて存存する.こ の顆粒は増大せず,又

Heinz7)の 記載し た様に樹枝状に突起を出す等の現

象も認めなかつた.促 進法H小 体は第1日 目最高とな

り第7日 目には注射前に復 した.促 進法H小 体の大き

さは殆んど全部中等大であ り,赤 血球の辺縁より稍々

離れて中心寄りに存在する.促 進法を行つて赤血球外

に遊離したH小 体もあるが極めて少数である.赤 血球

数,網 状赤血球数は1回 のみの注射では殆ど影響を認

めなかつた.流 血中H小 体が最高の第2日 目既に促進

法H小 体が稍々減少するのは極めて興味ある現象で,

此の点に於ても両者の本態の相違が窺われるが,か か

る現象はフェニールヒ ドラジンによ り溶血を起さんと

して未だ起さない状態の赤血球が促進法操作により崩

壊すること及び時間の経過に従い血中フェニールヒド

ラジンの影響がうすれることによつて生ずると考えら

れる.

7. 2%フ ェニールヒドラジン1cc注 射

2%フ ェニールヒ ドラジ ン1ccを 耳静脈内に注入

すると表9の 通り流血中H小 体は第2日 目に最高とな

り,第9日 乃至12日 目まで認められる.第1日 目H小

体は小さく.完 全な球形を呈せず,赤 血球辺縁にある

が第2日 目には中型の球状を呈する様になり辺縁より

離れて存在する様になるが,小 体の周辺は輸廓が稍々

明瞭さを欠く.第3日 目に至つて,中 等大球状の小体

の周囲は非常に明瞭になる.し かし赤血球自体は汚な

く,け ば立つた様に見える.こ れは赤血球の表面に微

細な点状物があり,こ の為濃淡が激しく一様に染まら

ない為と思われる. H小 体を含有しない赤血球はこの

様にならないから,染色液又は手技の問題ではなく. H

小体含有赤血球そのものに原因がある.,恐 らくフェニ

ールヒ ドラジンによる赤血球膜の損傷によるものであ

らう.中 等大迄に発達したH小 体は大体その大きさの

まま減少してゆき,第1例 に於ては第12日 目,第3例 は

第10日 目,他は第9日 目迄認めた 促進法H小 体は第1

日乃至3日 目最高値をとるが,こ の場合H小 体は大部

分1個 の赤血球に1個 であり,殆 んど中等大以上とな

り,赤 血球辺縁より中心部へ向つたもの,辺 縁の内側

にあるもの,外 側にあるもの,樹 枝状をなして赤血球

より分離しかかつたもの,或 は測定数には加えなかつ

たが明らかに赤血球 より分離 したと思われるものも多

数あり,又 赤血球が崩壊 した為に遊離した小体も多い

ものと思われる.又 赤血球内にH小 体のみがあり,内

容物がなく赤血球陰影となつているものが多い.こ れ

はH小 体が赤血球内容物と関係を有することを示すも

のとも解される.今 日H小 体は赤血球膜の変性 したも

のであるという説8) 9)が大勢を占めており, Jang10) 

11)は 電子顕微鏡による研究で細胞膜蛋白の変性説を

支持 したが,こ れでは湿潤血液標本に於けるH小 体の

ブラウン運動7) 12)を 説明することが困 難 で あ り,

 Webster18)は 電子顕微鏡撮影の為の標本作製中H小

体の構造に変化が加わることも充分ありうると云つて

いる所からも細胞膜変性説のみで全部が解明出来るわ

けではない.第7日 乃至8日 目の促進法H小 体数平均

値 と注射前の夫れの平均値を比べると推計学的に有意

差があり前者が多いが流血中H小 体が存在するにも拘

わらず促進法H小 体平均値が注射前の夫れの平均値に
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近い数価 を示したのは流血中H小 体の促進法による崩

壊 を無視するわけにはゆかない.第10日 目に至つて注

射前と平均値に有意差がなくなる.赤 血球数は第4日

乃至6日 目最少とな り,そ の後徐々に増加 し,第10日

目正常値となるが第13日 目には平均値に於て注射前と

有意差がなくなる.網 状赤血球は数 日遅れ第8日 目に

平均値は最高となり,そ の後徐々に減少する。第4日

乃至6日 目促進法H小 体が流血中H小 体より少いこと

がある.こ の時期流血中H小 体数はかなり多 く存在し

ているところから, H小 体含有赤血球中多 くのものが

促進法操作中に破壊され残存H小 体と流血中H小 体を

有 しない赤血球に促進法によりH小 体が形成されたも

のとの和が促進法H小 体として測定される こ と と な

り,従 つて促進法操作により流血中H小 体含有赤血球

が壊れ易いものが多いこと及び流血中H小 体非含有赤

血球に促進法によりH小 体を形成するものが比較的少

くなつていることが分る.

表9　 2%フ ェ ニ ー ル ヒ ド ラ ヂ ン1cc注 射

註:　 流:流 血中H小 体(‰)　 促:促 進法H小 体(‰)　 赤:赤 血球数(万)　 網:網 状赤血球数(‰)

この実験に於ては赤血球数と促進法H小 体数は平行

関係にない。即ち赤血球数の最低が第4日 目であり,

促進法H小 体の最高値が第2日 目である.こ のことは

赤血球の減少という要素よりも,注 入されたフェニー

ルヒ ドラジンの影響の方が促進法H小 体形成にも強 く

作用することを現わ している.

8. 5%フ エニールヒ ドラジン1cc注 射

5%フ ェニールヒ ドラジン1ccを 徐 々に耳静脈内

に注入すると血管は直ちに暗赤色となるが流血中H小

体は認められない. 6時 間後には流血中H小 体は出現

しており顆粒は中等大で輪廓は極めてぼんやりしてい

る.注 射後24時 間で流血中H小 体数は最高となり,第

2日 目には小体は赤血球内の大半を占める様になり,

凹凸がある様に見える.恐 らく1個 の小体ではなく数

個のものが融合してその様に見えるのであろう.又H

小体の大小不同が甚だしく,こ れは消失する迄変 らな

い.而 して流血中H小 体は第7日 乃至8日 目まで存在

する.赤 血球外に遊離 した小体も亦多量に認められる

が.こ れは樹枝状になりその後赤血球から遊離したと

考えるより,赤 血球の急激な減少より見てその崩壊に

よ り生じたるものと考える方が妥当であろう.表10の

通 り第1日 目と第2日 目の流血中H小 体出現率は略々

同じであるが,赤 血球数は非常に減少していることよ

り第1日 目に現われたH小 体含有赤血球は相当数崩壊

して,その為赤血球減少を来し,第2日 目のH小 体含有

赤血球は尚新たに生成したと考えるのが妥 当 で あろ

う.そ の後流血中H小 体含有赤血球数は激減し,赤 血

球数は第3日 目以後あまり変 らずむしろ増加してゆく

ことは, H小 体の新生はもはやなく, H小 体含有赤血

球は崩壊 してゆき,新 生赤血球が出現 し始めたことを

示 している.赤 血球数は第3日 乃至5日 目最低 とな
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表10　 5%フェ ニ ー ル ヒ ド ラ ヂ ン1cc注 射

註:　 流:流 血中H小 体(‰)　 促:促 進法H小 体(‰)　 赤:赤 血球数(万)　 網:網 状赤血球数(‰)

表11　 1%フ ニ ニ ル ヒ ド ラ ヂ ン1cc 5日 間 連 続 注 射

註:　 流:流 血中H小 体(‰)　 促:促 進法H小 体(‰)　 赤:赤 血球数(万)　 綱:網 状赤血球数(‰)

り,そ の後比較的急速に増加し始め第11日 目には注射

前の平均値に回復する.網 状赤血球は第8日 乃至10日

目最高値をとるが第13日 目尚高値である.赤 血球数が

正常となつても,尚 網状赤血球が高値を示すのは此の

時期血色素の恢復が未だ充分でない為赤血球の新生が

続く為であろう.而 して4乃 至6週 後には正常値とな
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る.促 進法に於て出現するH小 体は非常に 高 値 を示

し.第1日 乃至2日 目最高値となり,第9日 目には注

射前の平均値 と有意差がなくなるが血球より遊離して

存在する小体も極めて多 く形態的にも流血中H小 体と

は異つている.前 述の如 く凹凸あり,数 個融合した様

に見え,大 きさも赤血球の1/3乃至1/2大となり,大 小不

同もある流血中H小 体と異り,促 進法H小 体は小さく

輪廓の明瞭な球状を呈するものが多く,赤 血球辺線よ

り稍々離れて存在する.こ れは促進法で流血中にあつ

たH小 体含有赤血球が大半崩壊 し,毒 物に損傷された

がH小 体が出来なかつた赤血球,及 び新生赤血球に,

新たに促進法でH小 体が形成されたものと思われる.

しか し崩壊しなかつた流血中H小 体含有赤血球に於て

はH小 体は益々大きくなつてゆく様であるがこの数は

わずかである.

9. 1%フ エニールヒドラジン5日 間連続注射

1回 注射のみではあまり変化を来さなかつた1%フ

エニールヒドラジン1ccを 耳静脈に1日1回5日 間

連続注射してその影響を見た所,表11の 通 り流血中H

小体は第3日 目位より急速に増加し,網 状赤血球にも

認められる. H小 体の大きさは可成大 きく赤血球の1/4

乃至1/3位を占める大きさとなる.そ の減少は注射の中

止 と共に始まり,第8日 目以後急激 となり第13日 乃至

14日 目には認めない様になる.促 進法H小 体は第3日

目から第7日 目迄の間は赤血球の崩壊が甚だしい為測

定不能であつた.第8日 目及び第9日 目赤血球数の減

少の為,促 進法H小 体は高値となるが,赤 血球減少,

流血中H小 体含有赤血球崩壊の為‰による数値に比較

し絶対数は少いと云える.赤 血球は1回 大量注射の場

合よりも減少が甚だしく,暫 く200万 台を横這いした

後第10日 目頃より徐々に増加してゆ く,網 状赤血球は

第5日 目頃より急増し,平 均値では第7日 目に最高と

な り.第10日 目頃より減少し始める.促進法H小 体の平

均値は第13日 目に正常範囲に回復する.赤 血球数は第

15日 目,網 状赤血球数は第20日 目に平均値が注射前の

平均値と有意差がなくなる.測 定不能の部分を除いて

流血中H小 体と促進法H小 体は平行状態にある様であ

るが,内 容は8の 実験と同様流血中H小 体含有赤血球

は大半崩壊 して促進法では新たに小体が形成されてい

るものが多い.

表12　 1%塩 酸 ヒ ド ロ キ シ ラ ミ ン1cc注 射

註:　 流:流 血中H小 体(‰)　 促:促 進法H小 体(‰)　 赤:赤 血球数(万)　 網:網 状赤血球数(‰)

10. 1%塩 酸 ヒドロキシラ ミン1cc注 射

1%塩 酸 ヒドロキシラミン耳静脈内に注入する時,

流血中に現われ るH小 体の輪廓は最初か ら明瞭であ

り,赤 血球辺縁より稍々離れて存在 し,赤 血球自体は

フエニールヒ ドラジンを法射した場合の赤血球より美

麗である.流 血中H小 体は2%フ エニールヒ ドラジン
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1cc静 注の場合よ り多 く出現する.表12の 通 り流血

中H小 体は第2日 目に最高となり,そ の後急速に減少

して行くが第7日 乃至9日 目迄流血中に認め られる.

而して略々1個 の赤血球に1個 の小体が出現 して い

る.赤 血球数は第5日 目最低となり,そ の後漸増 し第

15日 目正常範囲となる.網 状赤血球数は第6日 乃至8

日目最高となり,そ の後漸次減少し,第15日 目には注

射前と有意差がなくなる.一 般に促進法に於ては流血

中H小 体含有赤血球の破壊されるものもあるが,本 実

験に於てはかかるものは少数であり,流 血中にあつた

H小 体は益々大きくなり, H小 体を含有しなかつた赤

血球に小さな小体が形成される.た だ第2例 では第4

日目の促進法H小 体が流血中H小 体より減 少 し てい

る.こ れは本例では流血中H小 体含有赤血球が促進法

の操作により破壊されやすい状態にあつたことを示す

ものである.又 第3例 の流血中H小 体は第1日 目の出

現率及び最高出現率共に他症例より多いに拘 らずその

減少乃至消失は他症例よりも急激で早い.既 にCruz

14)は流血中H小 体は赤血球の崩壊 したも の と共に網

内系で貪喰されることを示 しているので本例ではH小

体の除去機能恐らくHeinz15)以 来興味を持たれてい

る網内系機能特に脾臓の機能が亢進していた為と解す

べきであろう.之 に反 し促進法H小 体の出現率は他症

例と変らない.こ れはH小 体に関係するとされている

網内系機能特に脾機能の状態13) 16) 17) 18) 19)が促進

法H小 体形成には関係がないことを示している.

表13　 5%塩 酸 ヒ ド ロ キ シ ラ ミ ン1cc注 射

註:　 流:流 血中H小 体(‰)　 促:促 進法H小 体(‰)　 赤:赤 血球数(万)　 網:網 状赤血球数(‰)

11.　5%塩 酸ヒ ドロキシラ ミン100注 射

5%塩 酸ヒ ドロキシラミン1ccを 耳静脈内 に注入

すると表13の 通 り赤血球は第2日 目に既に急激な減少

を示す.流 血中H小 体は第1日 目に最高となり,第9

日乃至10日 目迄認められ, 5%フ エニールヒ ドラジン

1cc注 射の場合より第1日 目の出現率の平均値は有

意差をもつて大きいが1個 の赤血球に出現したH小 体

は多いもので7乃 至8個.少 いもので1個.普 通3乃

至4個 であり,そ れが個々に明瞭に区別出来る.こ の

点5%フ エニールヒ ドラジン1cc静 注時数個の小体

が融合した様な像を呈した場合と非常に異る.赤 血球

数と流血中H小 体含有赤血球数との関係については5

%フ エニールヒドラジ ン1cc静 注の場合と同様なこ

とが言える.即 ち第1日 に出現したH小 体含有赤血球

は崩壊が激しくその為第2日 目赤血球の急激な減少を

来す.第2日 目流血中H小 体が第1日 目とあまり変ら

ないのに,新 たに形成されたからである. H小 体数は

‰であるから平均値を絶対数に換算 して見ると第1日

目赤血球の平均値414.6万.流 血中H小 体含有赤血球

は平均624.2‰ であるか ら第1日 目血液1mm8中 約

259万 とな り,第2日 目赤血球平均286万,流 血中H小

体含有赤血球平均610.8‰ であるから第2日 目血液1

mm3中 約175万 となる.従 つてその間の絶対数の減

少は甚だしい.第1日 目及び第2日 目に赤血球の新生

なくH小 体 を含有 しない赤血球は崩壊しなかつたと仮

定して模型的 に考える時,第2日 目には第1日 目にH
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小体のなかつた赤血球の約28%にH小 体が形成された

と云える.促 進法に於ては第1日 目殆 どすべての赤血

球にH小 体が形成 されるがフェニ ールヒ ドラジン注射

の場合より崩壊が少い様である.こ れは促進法に使用

する試薬と注射薬が5%塩 酸 ヒドロキシラミン注射の

実験では同種類であり, 5%フ ェニールヒ ドラジン注

射の実験では異るから後者の場合はその相乗作用の結

果崩壊が多くなることも考えられ る.而 して流血中に

於て1個 の赤血球に数個の小体が個々に明瞭に見られ

たが,促 進法に於てはこれが融合した様な状態のもの

と新たに形成された赤血球に小体1個 のみのものと2

種類が認められる.第13日 目には略々正常値となるが

網状赤血球は第7日 乃至第10日 目に最高となり以後漸

減の傾向を示すが第13日 目には尚相当高値である.

以上種々の量のフェニールヒ ドラジン及び参考とし

て塩酸 ヒ ドロキシラミンの注射による6.乃至11.の 実

験 を行つたが流血中H小 体の出現率は前者の方が低く

且つH小 体は周囲がぼやけてお り, H小 体含有赤血球

自体がけば立つた様に見え汚ない.之 に反し塩酸ヒ ド

ロキシラミンの注射ではH小 体及び赤血球が比較的明

瞭である.促 進法H小 体に於ては赤血球外に遊離した

と思われるものがフェニールヒ ドラジン注射の場合の

方が多く見られる.本 薬剤による貧血は赤血球の滲透

的機械的脆弱性3)に よるものであり,メ トヘモグロビ

ンを形成するが,フ ェニールヒ ドラジン,塩 酸 ヒ ドロ

キシラミンは夫々赤血球に対する作用の仕方に若干の

相違がある様に考えられ る.次 に1個 の赤血球内に出

来たH小 体の数が多い程赤血球内容物の見られない赤

血球陰影とい う状態になつていることはH小 体が赤血

球内容物と関係を有 しているものと思われる.

12. 四塩化炭素体重毎kg 0.5cc注 射

四塩化炭素を体重毎kg 0.5cc筋 肉内注射 す ると

表14に 示す様に流血中H小 体は24時間後赤血球辺縁に

微細な顆粒として認められ,第2日 乃至3日 目に最も

多いが辺縁から離れて中心部へ向う状態は第3目 目僅

かに見られるに過ぎない.而 して流血中H小 体は第4

日乃至5日 目迄認められ其の後は出現しない.之 に反

し促進法に於ては極めて特有な推移を辿り第1日 目よ

り中等度に増加し,第2日 を山として其の後は稍々減

少 し第5日 目頃より再び再び増加 し,最 高の山を画き

第6日 乃至8日 頃より減少し始める.赤 血球は第1日

目より平均値が増加し始めるが第1日 目は注射前の平

均値と有意差がない.而 して第3日 最高となり,第5

日目には平均値が注射前平均値と有意義がなくなる.

網状赤血球は軽度に増加する.

表14　 四 塩 化 炭 素Pro kg 0.5cc注 射

註:　流:流 血中H小 体(‰)　 促:促 進法H小 体(‰)　 赤:赤 血球数(万)　 網:網 状赤血球数(‰)

松葉20)は 網内系機能に関する研究に於て,四 塩化

炭素の投与時, Kongorot指 数及び徳光法21)に 於て

,第3日 目にKongorot指 数の増加及び徳光法の時

間延長を認めていると共に,血 清高田反応の強陽性を

記録 している.矢 住22)は 四塩化炭素の家兎実験に於
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て体 重毎 二kg 0.5ccの 注射 で3日 後著 明 な肝 機 能 障

碍 を起す とい い,渡 辺28)に よ れば, 24時 間 後 よ り修

復機 転が 始 ま り, 1乃 至2週 間 で壊 死 は 消 失 し, 4週

間 で完全 に修 復 され る と云 つ て い る.原24)は48乃

至72時 間 で肝 障 碍 最 高 とな り,そ の 後修 復 機 転 に

移 り10乃 至15日 で略 々正 常 に な る と 述 べ て い る.

著者 はGlutamc oxalacetic Transaminase

 (GOT), Glutamic pyrvic Transaminase (GPT)

の測 定25)を 行 い 図1の 如 く, GOTで 第3日 目, G

PTは 第4日 目に最 高 値 を示 した.従 つ て四 塩 化 炭 素

負荷による肝障碍の極期は第3日 乃至4日 目と見てよ

い.而 して流血中にH小 体の見 られるのは 初 期 で あ

り,こ の時期のKongorot指 数の増加は色素排泄障

碍が強 く影響することが考え られるが,徳 光法の時間

延長等より見て網内系機能減退も想像され る所 で あ

り,四 塩化炭素によつても出現した流血中H小 体は注

射の初期のみであり第2日 乃至3日 目が最高となるの

であるが,こ の時期は肝障碍が最高となる時 期 で あ

り,又 赤血球が増加しており網内系機能も 減 退 す る

と想像される時期である.赤 血球増加は薬品中毒によ

る酸素量の低下,ア チ ドージス,血 液の濃縮等考えら

れるが,朱,三 浦26)等 はアチ ドージスの為であると

している.促 進法H小 体が第11日乃至12日 目頃まで中

等度の増加が続くことと合せ考える時,流 血中H小 体

の出現が促進法H小 体の出現とその出現機転が異るも

のであることを示 している.

図1

表15　 10%墨 汁Pro kg 5cc 5日 間 注 入

註:　流:流 血中H小 体　(‰)　 促:促 進法H小 体(‰)

13. 10%量 汁体重毎kg 5cc宛5日 間連続注射

10%墨 汁体重毎kg 5ccを 耳静脈に注入して5日 に及

ぶ時は表15の通 り第3日 乃至5日 目から流血中H小 体

が出現 し,第10日 乃至13日 迄認められる.而してこれら

のH小 体は赤血球辺縁にあつて小さい.促 進法H小 体

は辺縁より稍々離れて存在し,健 康家兎に於けるもの

と形態的に差はなく,注射後第1日 目より増加し,第2

日乃至3日 目を頂点とす る軽度の傾斜を示しながら第

7日 目に至り,以後漸減した.即 ち墨汁注射を施行して

いる間だけ促進法H小 体が増加したと言い得る.而 も

松葉20),山 形27)等 による墨汁注射によつて肝機能に
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殆ど影響を認められないので促進法H小 体の増加は墨

汁注射の影響とみなされる.清 野28)に よれば墨汁を

注入した家兎を飼育する時,網 内細胞は貪喰 した炭粉

をリンパ液を経て間質中に移行させ,こ の部に於て結

締織に囲まれれる.こ の自家清掃作用によつて異物を

排除した細胞は再び貪喰作用を恢復し,そ の機能を発

揮するという.而 して10日 以上を経過すれば星芒細胞

内に於ける炭粉量は減少し,炭 粉を含有 しない細胞も

少くないという.流 血中H小 体の消失はこの網内系機

能の恢復を示していると考えられ促進法H小 体の増加

より流血中H小 体の出現が遅れることは,流 血中H小

体に網内系の関与が大きいことを示している.

結 論

家兎について脱血,フ ェニ-ル ヒ ドラジン,塩 酸 ヒ

ドロキシラミン.四 塩化炭素,墨 汁等を負荷し,夫 々

流血中H小 体数及び促進法H小 体数を測定,比 較検討

し次の如き結果を得た.

1. 健康家兎に於て流血中H小 体は認められない.

促進法H小 体の平均値は66.7%で あつた.

2. 少量又は中等量1回 脱血及び中等量連続脱血で

流血中H小 体は認められなかつた.大 量1回 脱血に於

ては流血中H小 体の少数を認めた.促 進法H小 体は赤

血球数に逆比例 して出現するが流血中H小 体とは関係

が認められない.

3. フェニールヒ ドラジンを注射すると流血中H小

体は注射量に応じ種々の形で現われるが,促 進 法 に

於ては流血中に出現 したH小 体含有赤血球は大半崩壊

し,新 たに試験管内で形成されるものが多い.

4. 塩酸 ヒ ドロキシラミンの注射では,流 血中に現

われる耳小体はフェニールヒ ドラジンによ るそ れ よ

りも明瞭であり,赤 血球自体も美麗である.促 進法に

於ても流血中H小 体含有赤血球の崩壊がフェニールヒ

ドラジン注射時よりも少い.

5. 四塩化炭素を負荷 した家兎では初期に流血中H

小体が僅かに認められるが小さい.促 進法H小 体は第

10日乃至12日 目迄中等度に増加する.

6. 墨汁注射に於ては流血中H小 体は注射開始後第

2日 乃至4日 目に出現し,促 進法H小 体は注射してい

る期間に増加し,中 止と共に減少する.流 血中H小 体

は網内系機能が関係 し,促 進法H小 体は墨汁注射 自体

の影響が大きいと思われる.

以上よりして,流 血中H小 体と促進法H小 体とは本

態を異にし,促進法H小 体がたとえ生体内に於てH小 体

の準備状態として存在するとしても,そ れが直ちに生

体内に於てH小 体となるものではないと考えられる.

本論文の要旨は第11回 及び第13回 日本内科学会中国

四国地方会に於て発表 した.

本研究にあたり終始御懇篤なる御指導を戴いた岡山

大学小坂教授,国 立岩国病院岩原副院長に感謝する.

尚本研究の機会を与えられた国立岩国病院渡辺院長に

感謝する.

又本研究には厚生省治療研究費の補助を得た.附 記

して謝意を表す る.
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Studies on Heinz Bodies

Part 2. Relationship between Heinz Bodies in the Circulating

 Peripheral Blood of the Rabbit and Heinz Bodies be the in

 vitro Accelerating Method

By

Sadaaki MATSUURA

Department of Internal Medicine Okayama University Medical School

(Director: Prof. Kiyowo Kosaa and Dr. Sadanari Yuwahara of Iwakuni
 National Hospital)

After giving blood depletion, phenylhydrazine, hydrochloric acid hydroxylamine, carbon 

tetrachloride, and carbon black to rabbits the author estimated the number of Heinz bodies 

in the circulating blood of each animal and the number of Heinz bodies appearing in the in 

vitro accelerating test, and studied the relationship between the two appearances.

1. In the circulating blood of normal rabbits no Heinz body can be recognized. By the 

in vitro accelerating method erythrocytes containing Heinz bodies amount of 66.7 per cent.

2. In the circulating blood of the rabbits depleted of blood once in a small or a large 

amount, or successively depleted of blood in an intermediate amount no Heinz body can be 

found. the circulating blood of the rabbits depleted of its blood once in a large amount a 

few Heinz bodies can be detected. By the in vitro method Heinz bodies appear in an inverse 

proportion to the number of erythrocytes, but there seems to be no relation with the 
number of Heinz bodies in the circulating blood.

3. When phenylhydrazine is injected, Heinz bodies appear in the circulating blood in 

various forms according to the dose of the injection. However, by the in vitro method the 

greater majority of Heinz bodies appeared in the circulating blood are destroyed, and many 
Heinz bodies observable in this instance are the ones produced anew in vitro.

4. In the case injected with hydrochloric acid hydrocylamine, Heinz bodies appearing in 

the circulating blood are more distinct and erythrocytes themselves are more brilliant than 

those in the case injected with phenylhydrazine. Even by the in vitro accelerating method 

Heinz bodies appeared in the circulating biood are destroyed in a lesser number than in the 

case of the phenylhydrazine injection.

5. In the rabbits administered with carbon tetrachloride Heinz bodies can be recognized 

in the circualting blood soon after the injection but they are a few in number and small in 

size. By the in vitro method the blood taken from 10 to 12 days after the injection an
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intermediate number of Heinz bodies are formed.

6. In the case injected repeatedly with carbon black Heinz bodies appear in the circul

ating blood 2 to 4 days after the initiation of the injection, and by the in vitro accelerating 

method Heinz bodies increase as long as the injection is kept up, but they decrease in 

number at the cessation of the injection. It seems that the function of the reticuloendothe

lial system is responsible for the formation of Heinz bodies in the circulating blood while 

the carbon black injection itself is greatly responsible for the appearance of Heinz bodies 

by the in vitro method.

From these, the Heinz body in the circulating blood has the characteristic traits that 

are different from those of the Heinz body appearing in the in vitro accelerating method. 

Therefore even the latter is present in vivo in a preparatory state, it is believed that the 

latter will not immediately be transformed into the in vivo Heinz body.


